


SPECIFICATIONS
呼 称 五城⽬タンク２
⾞ 名 ⽇野デュトロ
全 ⻑ ６，０２０㎜
全 幅 １，９２０㎜
全 ⾼ ３，０２０㎜
総重量 ７，２６５㎏
⽔ 量   ６００L
定 員 ５名
配備年 ２０１８．１２．１４

 �五城⽬タンク２
五城⽬町消防本部 緊急⾞両紹介 ⽔槽付消防ポンプ⾃動⾞

 五城⽬タンク2は「CD-I型」といった種類の消防⾞です。全国で最も多く配備されている消防⾞
で、⾞体が⼩さく⼩回りが利く⾞両ながらも、積載スペースに資器材を多く積載することが可能で
す。
 五城⽬タンク 2には消防⽔利から確保した⽔を五城⽬タンク１へ送るための、「①ホースカー」
や「②ホース背負器」のほか、消防⾞が出⼊りできない場所で活躍する「③軽可搬消防ポンプ」な
ど⻑距離送⽔に適した資器材が積載されています。
 2018年に配備された五城⽬タンク２は、前回紹介した五城⽬タンク１と同様に、オーダーメイ
ドで製造された世界に１台しかない消防⾞です。同じ消防⾞ではありますが、⽕災現場の最前線で
放⽔活動を⾏う五城⽬タンク１とは異なり、五城⽬タンク２は消⽕活動に必要な⽔を前線へ送る
「縁の下の⼒持ち」のような存在です。 
 本特集では、そんな「五城⽬タンク２」の全貌を紹介します。

−五城⽬タンク２とは−



①ホースカー
 消⽕活動の際に使われるリヤカーです。荷台には折り畳まれたホースが収納されており、これを引いて⾛ることでホースが延⻑される
仕組みになっています。ホースカーには20ｍのホースが12本収納されており、最⼤で240ｍのホース延⻑が可能です。
②ホース背負器
 ホースカーと同様にホースを延⻑するための資器材で、ランドセルのように背負って⾛ることでホースを延⻑したり、下部に搭載され
た⾞輪でキャリーケースのように引きながらホースを延⻑することもできます。ホース背負器には20ｍのホースが3本収納されており、最
⼤で60ｍのホース延⻑が可能です。
③軽可搬消防ポンプ
 �⼩型かつ軽量で、容易に持ち運ぶことができる消防ポンプです。⼭林などの消防⾞が出⼊りできないような⽕災現場においても、軽可
搬消防ポンプを⼈⼒で前線まで運搬することで機動的な消⽕戦術を可能にします。
④三連はしご
� 名称のとおり「三連式」となっているはしごで、収納した状態から引き綱を引くことで滑⾞が連動し、スライドしながらその⻑さを伸
ばすことができます。五城⽬タンク２に積載されている三連はしごはチタン製で重量約30㎏、最⼤で約8.7mまで伸ばすことが可能です。
�各種災害現場で⾼所へ進⼊するために窓枠などの開⼝部に掛けて使⽤するほか、救助した⼈の吊り上げや吊り下げも可�能で、⼈命救助や
延焼防⽌の観点から必要不可⽋な資器材の⼀つです。

 五城⽬タンク２の資器材を紹介‼ 五城⽬タンク２の資器材を紹介‼



 〔 救急件数 〕
 

 １⽉ ４６件
 ２⽉ ３７件
 ３⽉ ５０件

〔 ⽕災件数 〕
 

 １⽉   ０件
 ２⽉   ０件
 ３⽉   ０件

    〔 救急種別 〕
 

 急病   ９９件
 ⼀般負傷 １９件
 交通   １０件

   〔 傷病程度 〕
 

 軽症   58.1%
 中等症  31.6%
 重症     8.5%

 （1⽉〜3⽉) （1⽉〜3⽉）

〜編集後記〜
 春の⼈事異動に伴い、消防広報誌の編集委員にも異動がありましたのでこの場をお借りして紹介いたします。今年度は
消防広報誌編集委員会の強化を図るため、総務係、予防係、警防係、救急救助係の各係から副委員⻑と委員を選出し、委
員⻑を担うことになりました私、松橋を含め、昨年度から２名増の９名体制となりました。９名で⼒を合わせて、町⺠に
親しみやすい広報誌を作っていきたいと思います。これからも消防広報誌「砦」をよろしくお願いいたします。（松橋正
浩）

「砦」 第15号  編集・発⾏/五城⽬町消防本部 消防広報誌編集委員会
〒018-1856 秋⽥県南秋⽥郡五城⽬町富津内下⼭内字奈良崎90-1 TEL 018-852-2028 FAX 018-852-4367
HP https://www.town.gojome.akita.jp/shobo/   令和６年７⽉１⽇ 発⾏


